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　島根県はチュウリップの球根栽培地として南限にあた

るためラ種々の病害が発生し本県の特産振興の上からも

大きな障害となっている。従来，筆者らの研究室におい

ては。これらの病害のうちラボトリチス病やフサリウム

菌による球根腐敗病などについて研究を行なって来た
　（■1）（ヱ2）

が，ウイノレス病についてはその被害が甚大であるにもか

かわらず，本県における基礎的調査は全く見当らないの

で，障害除去の一助ともなればと考え調査研究を開始し

た。この調査は昭和36年から昭和37年にかけて行なわれ

たものである。

　本研究に対しては，本学育種学研究室樋浦　巌博士，

島根県農業改良課，同特産課，島根県園芸農協，本学神

西農場の方々には大変お世話になった。またウイルス病

については，農林省農技研小室康雄技官，名古屋大学農

学部山口昭氏には伽教示を頂いた．記して感謝の意を

表する。

　第／，2表に示すように，花弁のモザイク症状には増

色型，槌色型および混合型breakingの三型がある。ま

た，ある晶種（Fm1and）では，2種類の型のbreakmg

を示したものもあった。なお，落花期前後より茎にも症

状が認められ，紫系統の茎色を示す品種は縦軸に平行

に，緑系統の茎色の品種では横軸に平行に帯状のモザイ

クが認められた．ここで挺色型というのは，色素が部分

的に脱け，白色または黄色の不規則なbreakmgを示す

第1表チュウリップ晶種とウイルス病病徴との関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学松江農場）

花色1　品　種　　　　病　徴槌色部・増色都の色

　　　　　　　晶種と病徴との関係

　1／月上旬，圃場に定植したチュウリップが，翌春2月

下旬ごろから地上葉が2～3枚になり，落花後植物体が

褐色になるまでの約3か月間，圃場で観察を行なった。

開花期は4月中旬から約1か月間であった。

　病徴発現初期には，葉上に黄縁色部が点在し，病徴が

進むにつれて，黄緑色部が連続して帯状になるものと，

初期から条線状に黄緑色のモザイクを生じ，病徴の進む

に従い帯状になるものとの二型があった。また，黄緑色

部と緑色部とで明らかに凹凸の認められたものがあっ

た。

　着蕾期になると，葉や蕾にモザイクを生じた個体は病

徴が明らかとなる。着蕾期まで病徴の不明であった増色

型のbreekin9個体も暗赤色や暗紫色の条線あるいは帯

状の皿0tt1eを示すが，白色花や黄色花では葉に明らか

なモザイク症状が認められるにもかかわらず，花弁に全

く変化の現われない品種が多く，これらの系統の肉眼に

よる識別はかなり困雌である。
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第2表　チュウリップ品種とウイルス病病徴との歯係

　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学神西農場）
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もので，増色型というのは，色素が部分的

に増加し，暗紫色または暗赤色の不規則な

break1ngを示すものである。また，混合型

break1ngというのは，槌色型と増色型とが

混合したものである。今回調査した大部分の

品種は，槌色型や混合型break1ngであった

が，増色型を示す晶種もかなりあった。

　　本病に関与するウイルスの種類

　上述のように，チュウリップの斑入りに

は，増色型，椹色型および混合型の3種の

breakingが現われるが，この原因となるウ

イルスは，チュウリッブモザイクウイノレス

（T　V）1種類であるのか，あるいはキュウ

リモザイクウイルス（CMV），タバコえそ

モザイク（TN．V）など他のウイルスが存在

するか否かを明らかにする目的で，罹病チュ

ウリップから汁液接種を試みた。T　Vの検定

には，タカサゴユリ，T　V以外の検定にはサ

サゲ（黒種三尺），アカザ，キュウリ（四葉），

第5表 チュウリップ罹病球根よりの汁液接種

　　　　　　　（本学神西農場　出雲市農家産）
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　　第6表チュウリップ罹病球根よりの汁液接種
　　　　　　　　　　　　　　（本学神西農場・出雲市農家産）
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第5表 チュウリッブ罹病葉よりの汁液接種

　　　　　　　　　　　（本学松江農場）
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N．B．分子は罹病植物数，分母は供試植物数

チュウリップ罹病葉からの汁液接種
　　　　（本学神西農場・出雲市農家産）

Nicotiana　g1utinosaなどを用いた。罹病したチュウリ

ップの葉および球根に生体重の2～／0倍の蒸留水を加

え，磨砕したものをガーゼでこした汁液に500メッシュ

カーボランダムを加え，あらかじめ用意した幼植物に対

葉法および半葉法により接種した。接種後，タカサゴユ

リでは約20日，ササゲ，アカザ，キュウリなどでは約1

週間経過したとき，肉眼で調査した結果を第3～6表に

示した。

　キュウリでは，接種4日目より接種葉上に黄緑色の脈

問モザイクを，Nicotiana　g1utinosaでは，接種葉より

上位の葉の葉脈透明化，タカサゴユリでは，接種葉上に

モザイク，葉のねん転，花弁の奇形などを認めた。
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　　　　　　　　考　　　　　察

　　　　　　　　　（5）（8）（1O）
　従来の報告によると，わが国では感受体であるチュウ

リップに対し，チュウリッブモザイクウイルス以外のウ

イルスの存在はまだ1准認されていないが，上述の結果か

ら，チュウリップモザイク以外のウイルスも存在する可

能件が示された．外国では，チュウリッブ上にCMV，
　　　　　　　　　　　　（］）（2）（3）（4）
TNVなどが認められており，島根県下でもこれらのウ

イルスに感染する植物が栽培されているので，伝染の可

能性も考えられる。しかし，筆者らの調査研究は始まっ

たばかりであり，今回供試した検定植物も少ないので，

合まれているウイルスの同定については今後の研究にま

たねばならない。なお，第3～6表に示したように，タ
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Sumlnarv. 

This paper deals with the results of preliminary investigations and experiments on virus 

diseases of TIJlips cultivated in Shimane Prefecture. And the following results were 

obtained. 

1 . Three types of virus diseases were recognized in Tulips, i. e., adding, removing and 

mixed (typical) ones 

2 . By inoculating the sap juice of Tulip is affected with the Tulip mosaic virus showed 

the mosaic symptoms to Liliu,m, farmosu,m,. 

5 . The possibility of the existence of a virus or viruses besides the Tulip mosaic virus 

was suggested from the inoculation test to Cu,cumis sa,tivu,s, I~ricotiaTba, glu,tin,osa, and 

Ch,en,opodiu,m, albu,m L. var. ce7~trorubru,In. 
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